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1. 2019年12月期第3四半期の連結業績（2019年1月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第3四半期 4,201 15.4 381 123.2 365 134.1 245 142.8

2018年12月期第3四半期 3,640 32.0 171 △31.8 156 △35.1 101 △35.9

（注）包括利益 2019年12月期第3四半期　　245百万円 （142.8％） 2018年12月期第3四半期　　101百万円 （△35.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年12月期第3四半期 21.62 21.61

2018年12月期第3四半期 8.90 8.87

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年12月期第3四半期 8,546 2,729 31.6 240.55

2018年12月期 6,849 2,636 38.1 229.93

（参考）自己資本 2019年12月期第3四半期 2,700百万円 2018年12月期 2,608百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 ― 0.00 ― 13.50 13.50

2019年12月期 ― 0.00 ―

2019年12月期（予想） 13.50 13.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年12月期の連結業績予想（2019年 1月 1日～2019年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,371 21.8 691 36.1 631 29.4 423 28.6 37.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期3Q 11,345,000 株 2018年12月期 11,345,000 株

② 期末自己株式数 2019年12月期3Q 66 株 2018年12月期 66 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期3Q 11,344,934 株 2018年12月期3Q 11,343,176 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。そのため、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、消費増税の影響が懸念されるものの、雇用・所得環境の改善

が継続するなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米国・中国の通商政策の動向や英国のＥ

Ｕ離脱に関する協議など、海外経済の不確実性が引き続き存在し、景気の先行きは不透明な状況となっておりま

す。

 不動産関連業界におきましては、投機を目的とした不動産に対する不正融資や施工不良問題などが発生した一方

で、住宅ローン金利は引き続き低位で推移しており、実需の住宅取引は安定的に推移いたしました。なお、公益社

団法人近畿圏不動産流通機構（近畿レインズ）によりますと、当社グループの主要な営業エリアである兵庫県・大

阪府における中古住宅の取扱件数は前年同期比3.7％増加いたしました。

 このような経営環境のなかで当社グループにおきましては、フィービジネスとリフォームの連携強化（収益面）

と開発分譲事業の推進（事業規模の拡大）など、ワンストップ体制のシナジー最大化戦略に注力することで、持続

的成長と高収益な事業基盤の実現を目指してまいりました。

 まず、2019年１月に藤が丘営業所を開設したことや自社サイトをはじめとしたネット集客の強化などが奏功し、

住宅を購入されるお客様の来店件数が前年同期比12.0％増加（関西圏：同6.2％増、中部圏：83.8％増）いたしま

した。これにより、ワンストップサービスの販売機会が増加した結果、「中古住宅×リフォーム×ＦＰ」の取扱件

数も増加いたしました。また、流通店舗に集まる売却情報を活用するなど、開発物件を積極的に仕入れた結果、開

発分譲事業のたな卸資産が前期末と比べて33.5％増加いたしました。

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高4,201百万円（前期同期比15.4％増）、営業利

益381百万円（同123.2％増）、経常利益365百万円（同134.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益245百万

円（同142.8％増）となりました。

 

報告セグメントの概況は、次のとおりであります。

 

 流通事業におきましては、事業間シナジーの基軸として各種連携に取り組んだ結果、中古住宅の取扱件数が前年

同期比25.6％増加したことに伴い、「中古住宅×リフォーム」の請負契約件数も同6.6％増加いたしました。ま

た、来店成約率が同1.1ポイント改善したことや取扱単価の上昇などにより、営業利益率が同4.7ポイント向上いた

しました。この結果、売上高は1,017百万円（前期同期比23.8％増）、営業利益は304百万円（同46.9％増）となり

ました。

 リフォーム事業におきましては、流通店舗に来店されたお客様に対して、住宅購入の検討段階から積極的にリフ

ォームを提案する営業戦術が奏功するなど、引渡件数が前年同期比32.6％増加いたしました。また、第３四半期末

の受注残高415百万円（同41.3％減）は、工事完成次第、順次引渡しを行ってまいります。この結果、売上高は

1,365百万円（前年同期比38.5％増）、営業利益は265百万円（同52.5％増）となりました。

 開発分譲事業におきましては、期中に販売が可能な物件の仕入れと第４四半期に販売を予定している兵庫県宝塚

市（3,943.48㎡）の戸建プロジェクトなどの物件企画や販促戦略の立案に注力いたしました。また、流通店舗に集

まる売却情報を活かした相対取引により、適正価格での仕入れを実現し、事業収支が改善いたしました。この結

果、売上高は1,625百万円（前年同期比8.7％減）、営業利益は86百万円（同76.1％増）となりました。

 賃貸事業におきましては、兵庫県宝塚市にある本社ビルに近接した駅前複合施設と立体駐車場を取得し、地域交

流イベントの開催を通じて、地域社会との関係強化を図るなど、新たな土地情報の取得ルートの構築に努めまし

た。また、老舗の料理旅館をシェアハウスにリノベーションした「ダイバーシティ甲陽園」の入居率は80％程度で

推移いたしました。この結果、売上高は84百万円（前年同期比393.7％増）、営業損失は２百万円（同営業利益７

百万円）となりました。

 不動産取引派生事業におきましては、流通事業の成約件数増加に伴い、住宅ローン事務代行が前年同期比34.4％

増加したことや損害保険の代理店手数料が同32.1％増加するなど、ＦＰ業務の売上高が前年同期比12.4％増加いた

しました。一方で、受託販売事業の縮小に伴い、広告制作業務の売上高が同73.0％減少いたしました。この結果、

売上高は100百万円（前年同期比2.9％減）、営業利益は58百万円（同21.4％増）となりました。

 その他の事業におきましては、中古住宅・リフォーム市場の拡大を目的に、不動産業界のミドルマーケットに対

して、事業戦略や人材戦略などのソリューションを提供するなど、コンサルティング業務の売上高が前年同期比

43.2％増加いたしました。また、大阪大学・神戸大学合格専門塾「志信館」においては、新規入塾生の募集と受験

に向けた夏合宿に取り組みました。この結果、売上高は122百万円（前年同期比36.1％増）、営業利益は21百万円

（同1,508.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

(資産)

 当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より1,696百万円増加し、8,546百万円とな

りました。

 流動資産は、前連結会計年度末より403百万円増加し、5,185百万円となりました。主な要因といたしましては、

販売用物件の取得等によりたな卸資産（販売用不動産及び未成工事支出金等）が805百万円、その他(流動資産)が

106百万円、並びに受取手形及び売掛金が64百万円それぞれ増加した一方で、仕入債務の支払い等により現金及び

預金が573百万円減少したことによるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末より1,294百万円増加し、3,361百万円となりました。主な要因といたしまして

は、駅前複合施設と立体駐車場の取得（信託受益権）及び中部圏における出店用地の取得等により有形固定資産が

1,230百万円、投資その他の資産が61百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

(負債)

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末より1,604百万円増加し、5,817百万円とな

りました。

 流動負債は、前連結会計年度末より489百万円増加し、3,710百万円となりました。主な要因といたしましては、

販売用物件の仕入資金等として短期借入金が350百万円並びに１年内返済予定の長期借入金が87百万円、その他

（流動負債）が76百万円それぞれ増加した一方で、未払法人税等が42百万円減少したことによるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末より1,115百万円増加し、2,107百万円となりました。これは、駅前複合施設と立

体駐車場の取得（信託受益権）資金及び中部圏における出店用地の取得資金等として長期借入金が増加したことに

よるものであります。

 

(純資産)

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末より92百万円増加し、2,729百万円とな

りました。主な要因といたしましては、親会社株主に帰属する四半期純利益を245百万円計上した一方で、2018年

12月期の期末配当金を153百万円実施したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期連結累計期間は、流通事業とリフォーム事業をはじめとした「フィービジネスとリフォーム」の業

績が堅調に推移した結果、各利益額が当初の業績予想を上回る進捗であります。しかしながら、通期連結業績予想

につきましては、開発分譲事業の売上計画が第４四半期に大きく偏重していることや2019年10月に実施された消費

増税の影響等を勘案し、2019年２月12日公表の連結業績予想を変更しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,687 1,114 

受取手形及び売掛金 446 510 

販売用不動産 862 1,042 

未成工事支出金 1,677 2,303 

未成業務支出金 － 0 

その他 108 214 

流動資産合計 4,782 5,185 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 829 830 

土地 1,367 1,521 

信託建物 － 527 

信託土地 － 600 

その他 100 98 

減価償却累計額 △412 △463 

有形固定資産合計 1,884 3,115 

無形固定資産    

その他 10 11 

無形固定資産合計 10 11 

投資その他の資産 172 234 

固定資産合計 2,067 3,361 

繰延資産 0 － 

資産合計 6,849 8,546 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 233 247 

短期借入金 2,272 2,622 

1年内返済予定の長期借入金 300 388 

未払法人税等 115 72 

引当金 － 4 

その他 298 375 

流動負債合計 3,220 3,710 

固定負債    

長期借入金 991 2,107 

その他 0 － 

固定負債合計 992 2,107 

負債合計 4,212 5,817 

純資産の部    

株主資本    

資本金 277 277 

資本剰余金 198 198 

利益剰余金 2,132 2,224 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 2,608 2,700 

新株予約権 28 28 

純資産合計 2,636 2,729 

負債純資産合計 6,849 8,546 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 3,640 4,201 

売上原価 3,086 3,394 

売上総利益 553 806 

販売費及び一般管理費 382 424 

営業利益 171 381 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

受取保険金 1 6 

受取家賃 0 3 

その他 1 3 

営業外収益合計 3 13 

営業外費用    

支払利息 16 23 

その他 1 6 

営業外費用合計 18 29 

経常利益 156 365 

税金等調整前四半期純利益 156 365 

法人税、住民税及び事業税 69 135 

法人税等調整額 △14 △14 

法人税等合計 55 120 

四半期純利益 101 245 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 101 245 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 101 245 

四半期包括利益 101 245 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 101 245 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）３   流通 

リフォー
ム 開発分譲 賃貸 

不動産 
取引派生 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 702 948 1,779 17 103 3,550 89 3,640 - 3,640 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
119 37 - - - 156 0 157 △157 - 

計 821 985 1,779 17 103 3,707 90 3,798 △157 3,640 

セグメント利益 207 174 49 7 47 486 1 487 △316 171 

    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

       ２．セグメント利益の調整額△316百万円には、セグメント間取引消去△51百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△264百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）３   流通 

リフォー
ム 開発分譲 賃貸 

不動産 
取引派生 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 926 1,341 1,625 84 100 4,078 122 4,201 - 4,201 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
91 23 - - - 114 0 114 △114 - 

計 1,017 1,365 1,625 84 100 4,192 122 4,315 △114 4,201 

セグメント利益又は損失

（△） 
304 265 86 △2 58 712 21 733 △351 381 

    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業及び教育事業等を含んでおりま

す。

       ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△351百万円には、セグメント間取引消去△15百万円及び各

報告セグメントに配分していない全社費用△336百万円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結累計期間より、従来「その他」に含めていた賃貸事業について、同じく「その他」に

含めていたシェアハウス事業と一体となった事業推進を行うため、「賃貸事業」として集約し独立して

記載しております。また、従来「受託販売事業」に含めていた一部仲介業務を「流通事業」に変更し、

受託販売事業は重要性の低下により「その他」に含めて記載しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメント

の区分に基づき作成しております。 
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